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フラ クタル に関連 した

破 壊周 桑 (ひび′)の研究 (レビ云- )
東工 大理 田口幸弘

ち0. はじめに

本研究会の主題 とは関係がない話題であるが､ 世話人のど厚意 により発表の機
会 を与 えられたので､ 報告書を提出する｡

いわゆるフラクタル 【1･2】と呼ばれ る現象を研究する人々の中で､ 最近､ 固体の
破壊現象 (つ まり､ ひび )に興味を持 っている一団の人 々がいる｡ その目的は r
なぜ､ ひびはあの様 な形を しているのだろうか? ｣ と言 うことに尽 きる｡ 以下で
は､ このようなテーマで研究 されたフラクタル屋の仕事の うち僕の知 るものにつ
いて簡単に述べる｡

§1. モデルの分類
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この ような簡単なモデルで､ なんと驚 くべ きことにひび によく似 た枝別れ状 のバ
ター ンが得 られて しまったのである｡

今の ところこの手の研究でや られているのは､ 2次元の システムに面 に垂直を応

力をか けた場合 (たわみ )【4】と､ 面内応力 (一様 引っ弓長り)をかけた場合で ある
【5】｡ まだ､ 余 りや られ ていないようである｡

も

て
ゴ
央

ら

､
力

､
の
角

し

ル
中

た
が
応
い､

≡

うーっ
大 きな

ム
さ

の
方

の
め

一
に

ズ
小

こ
の
大
決

夕

子

リ
に

､
ど
最

と
バ
格

の
ひ
は

イ
に

L

タ
び

D

プ
な
A

な ひびを

周
び

よ
れ
現

形

の
ひ
に

こ
再
変

び
に
向

○
を
様

ひ
向
方

る

ン

一

は

つ
ほ

っ
囲
が
り
ま

<

,
て
〓

け

ひ
る
な
あ
さ

で

小

の

た
も
し
る

>
在
す

>
存

ン

型

に

ヨ

播

初

シ

伝

最

-

の

,
レ

び

り

ユ

ひ
ま

ミ

.
つ
シ

2

,
杏

e
播

ろ

p
伝

こ

y
の
と

で
び
く

<

ひ
行

lVてし
似蘇t)
る｡ 次 に

の応力場を
成長 し
大
た
く
き
き
て
成
わ

い

長

､
計

く
す
めて

する｡ この研究
ま たは面 内の歪

]
全

算

か
る
簡

を
を

lヽ
ずま

○
る 様な弾性体を
体 に適 当な応 力をか ける｡

｡
力
応

ア

に
た

る
応

､
な
初

え

す
を
が
単

最
与

た○ この研究 は最近､ Heakinとの共 同研究 と

ろん､ フラ クタル次元 も微妙 に異な る ｡

次

の
カ

ル
行
場

し

に､ このひびを
大

の
ゴ

つ
合

て

ぴ

○

長
ア

成

の

が
そ

てきてつ拷 八
に
わ
ま

引
凱

㌍

鵬
㌢

㍑

の

成
状

せ

衝

き

平

長
きさに応 じて決める｡
小
リ
た

懸

る

つ
さい方向には余 り成長 させ
ズムであるが､ 見事 に枝別
のは､ Guineaのグルーブ
のひびの成長をシミュ レ-

かな り詳 しく計算がや り直

た【7】｡ その結果解って きたことは､ 成 長規則の細かい差 異 が全体の形に強 く 影響
■/亡ーー--▼lー

する､ と言 うことであ る ｡ 下図は､ 成長出来 る方向の定義を微妙 に変えた場合 の
パター ンの変化であ るが､ 見 るか らに全然違 う違 うバター ンとなっている｡ もち
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そのほか､ 二次元平面にたわみを加 えた場合のひびゐ成長バター ンの研究を筆者
が行 っている･【8】｡
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